
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

投票数 対策の方向性 

１２ 若い人も家を建て、定住できるまち 

９ 不安・不便を感じないまち 
９ 若い人だけで意見交換している 

若い人が地域活動に出てくる 
５ 市民の意見をしっかり反映した交通網 

５ 農業でたべていけるまち 

４ 府本小を使ったイベントで小学校の魅力発信 

３ 若い人が働く場所がある 

２ 隣近所がお互いに気遣うまち 

２ 農業の大規模化（生産性向上） 

２ 山手の強みを生かした直売所とキャンプ場 
２ 全国にじまんできる農産物 

１ 子どもがたくさんいるまち 

【府本地区で優先的に取組むべき「対策の方向性」の順位と投票数】 

府本地区 

第三回ワークショップレポート 

日時：10 月 14 日（月）10時～    
場所：府本小プレイルーム 
参加者数：19 名 
 

【府本地区の参加状況】 

 

 第三回のワークショップでは、第二回のワークショップで話し合っ
た地区の目指す姿を実現するための取組みについて、市長を交えて、検
討を深めました。 
前半では、地域の課題や魅力などについて市長に発表した後、市長か

ら、課題解決に向けた最近の市の取組みなどについて説明し、お互いの
理解を深めました。 
後半では、これまでまとめてきた「対策の方向性」について、先に実

施すべきと思うものを参加者で投票（1人 3 票）し、優先的に取り組む
べきことを明らかにしました。 

 



 
 

 

 

 

★は追加された意見 

 

 
 

■府本地区で取組みたい 
「対策の方向性」について、 
追加する具体的な取り組みの例 

今の時代にあった
新しい人のつながりがある

山手の強みを活かした
直売所とキャンプ場

人が集まるキャンプ場

地元の直売所を作る

プロスポーツのキャンプを誘致

サロン活動の実施

役員の負担を減らす

★遊休農地の活用

（地区全体の方針）　　「住む人」も「来る人」も魅力を感じるまち

「農業も元気な」まち「人のつながりがある」まち「住む人が暮らしやすい」まち 「外部の人にも魅力的で楽しい」まち

府本小を使ったイベントで
小学校の魅力発信

若い人も家を建て、
定住できるまち

若い人だけで意見交換している
若い人が地域活動にでてくる

農業で食べていけるまち

中古住宅をリフォームして若者に住みやすく 地元の情報発信

★学校卒業後も地域とつながる

★子どもがいる家庭に家賃補助

★小学校でマルシェ

★住宅取得時に補助を

市民の意見を
しっかり反映した交通網

交通安全パトロールでの見守り

道の太木、雑木の伐採、草刈り・清掃

梨の花ウォークの商品に金山スイカやオリーブ

★買い物ツアーを行う

★買い物支援として公民館で販売

★シニアカーレンタルの仕組みづくり

100円バスの試行

府本地区をモデル地区にして取り組みを

全国に自慢できる農産物

梨の花ウォークや
他地区イベントに参加し情報収集

機械代など区役の補助

消防団活動

家賃補助

大手企業の誘致活動

移動販売の車を走らせる

農地水の川さらい

不安・不便を感じないまち

区役（神社公民館の掃除など）の分担

イベント実施を公民館から地区協議会に

★農業や小代焼の体験ツアー　　

農業法人化して管理する

農業法人化して管理する

大手企業の誘致活動

自治会の運営サイクルを若い人に合わせる

若い人だけの意見交換・
若い人との意見交換会

若い人が集まる会を開く

地域一体になれる祭りがある 若い人が働く場所がある

地域の祭り、地区協議会の事業、イベント

公民館活動イベントへのに参加

農業の大規模化（生産性向上）


